






















































































































































































年 5月 1日発行）に掲載されていた 2008年 2月 1日現在の 3町の世帯数と高齢化率は、姫城町が 811世帯・
26.16％、甲斐元町が 534世帯・29.39％、八幡町が 187世帯・32.40％となっている。八幡町はそれゆえに、「旭





























年（明治 26年）の大火後に催されたときの記録によれば、講員は 14人、掛け金は一人 3円、くじが当たった




自治公民館に小さい神社をつくったとですよ」（上町自治公民館館長 B氏 2008.3.7 Interview）。このように上町
自治公民館の敷地内に御伊勢講社がつくられ、この地区の「六月灯」は、御伊勢講社の夏祭りとして、自治公
民館主催でかつ自治公民館を会場として行われている。開催日は、御伊勢講が 24日に行われていたので、「六



















































































































































































































































































































姫城町の活動実績からおさえておきたい。「平成 17年度姫城青壮年部員名簿」（平成 17年 4月 1日）によると、
48名の部員が登録されている。また、「平成 17年度青壮年部役員名簿」には、部長（元市役所助役）、副部長













部部長 G氏 2008.1.25 Interview）。この 40名という数は、他町の婦人部と比較しても多い。その理由は、どこ







































































































年度（昭和 26年度）に市公民館条例により分館を設置し、これを契機に 1957年（昭和 32年）までに設置さ
れた分館は 60館を数えるまでになった（都城市史編さん委員会編 2006:1032-1033）。長野県飯田市の公民館数
について、つぎのような記述がある。「人口 10万人余の都市に、各地区ごとに 18の公民館（市公民館を入れ

























































































































































































































































































1月 1日に隣接する北諸県郡 5町の内 4町（山之口町・高城町・山田町・高崎町）と合併し、人口が 133,062人から
170,955人となる。都城市の人口は、県内では宮崎市（人口 310,123人）に次いで 2番目であり、南九州地域では鹿児島市
（人口 604,367人）・宮崎市に次いで 3番目である。また、都城市の面積（653.31平方キロメートル）は、県内では延岡市













３  加世田市は、鹿児島県の薩摩半島西南部にあった市である。2005年 11月 7日に、川辺郡大浦町・笠沙町・坊津町、日置
郡金峰町と合併し、南さつま市となった。
４ 島津忠良は島津家 15代当主島津貴久の父親であり、法号を日新斎という。
５ 高山町は、鹿児島県の大隅半島東部にあった町である。2005年 7月 1日に内之浦町と合併し、肝付町となった。






年版（昭和 56年 3月 31日現在人口）」で 50万人を超えているため（自治省行政局編 1980:91，1981:134）、この庁報は
1980年（昭和 55年）以前の数年の間に発行されたものと推察できる。
７  「平成 20年度各地域六月灯・夏祭り開催日等一覧表」には、2006年 1月合併前の旧都城市の区域で 118ヶ所、旧北諸県郡
4町で 36ヶ所、合計 154ヶ所の会場名が記載されているが、本稿における事例分析の対象とする地域は、過去資料との整
合性を図るため旧都城市の区域に限定している。




城市内の六月灯と開催地（平成 4年調べ）」（同 97ヶ所掲載）（都城市史編さん委員会編 1996:413-415）、そして都城市役所
商業観光課で入手した「平成 17年都城六月灯・夏祭り日程一覧」（同 115ヶ所掲載）・「平成 18年都城六月灯・夏祭り日程
一覧」（同 120ヶ所掲載）・「平成 19年度各地区六月灯・夏祭り一覧」（同 113ケ所掲載）・「平成 20年度各地区六月灯・夏
祭り開催日等一覧表」（同・旧都城市域内 118ヶ所掲載）である。
９  「旭丘神社六月灯」の祭事内容については、第１節 2項を参照のこと。
10  講員の掛金一人 3円、当たったあとは 3円 50銭という金額については、つぎの『都城市史』の記述で現在における換算
額が分かる。「当時の 4斗入りの米俵１俵の値段は 3円 60銭で、平成 5年の米 1升を 700円とすれば、1俵 28,000円である」
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